
水道事業の現状と課題

現状①　給水人口の減少に比例して水の使用量も減り、料金収入も減少しています。

現状②　過去 3年間、費用が収益を上回る状況となっています。
　　　　　※不足分（赤字）については、繰越利益や利益剰余金により補填しました。

課題①　老朽化した水道管の更新

国見町の令和 6年度管路経年化率（耐用年数を超えて

いる水道管の割合）は、約 20％で全国平均の約 27％

に比べると更新の割合は高い状況ですが、引き続き

40 ～ 50 年経過した古い水道管の更新を計画的に行う

必要があります。

課題②　施設の更新のための投資が必要

国見町の上水道は、簡易水道時代の施設を利用してい

るものも一部あり、今後古い施設の更新が必要となり、

多額の投資が必要です。なおこの際、施設を統廃合す

ることで維持管理費用を削減することが見込めます。

R4 R5 R6

水道事業

収益
222,324 221,389 223,240

水道事業

費用
232,159 227,919 245,076

差額
（費用 -収益）

▲ 9,835 ▲ 6,530 ▲ 21,836

( 千円 )

良質な水を使い続けるために

　現在、私たちは水道の蛇口から不自由なく水を利用していますが、

それは水道事業による安定した水の供給によります。

　今後も将来にわたり、良質な水を使い続けるためには、施設や設備

の維持管理、将来に向けての施設や設備に投資を行う必要があります。

水道事業は、皆様からの水道料金収入により運営されています。

将来の安定した水の供給のために、水道料金の今後のあり方を検討します。

水道に関する詳しい情報は

町ホームページでご覧いただ

けます。
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目には見えないところで、24 時間 365 日、
私たちの暮らしを支えています。

水を大切に使うことが、未来の安心につながります。

　   水道料金の今後のあり方を検討します

良質な水を、これからもすりかみ浄水場

（福島市）

➡ ➡ ➡ ➡

ダムや川の水などか

ら取水し、浄水場へ

送ります。

水源

薬品で細かい汚れを

塊にして沈殿させ、

ろ過・消毒してきれ

いにします。

浄水場

きれいになった水を

一時的にため、自然

流下やポンプで水道

管へ送ります。

配水池

道路の地下に埋めら

れている配水管（本

管）から各家庭の給

水管を通ります。

水道管

さまざまな経路を

辿って、おいしい水

が蛇口に届きます。

蛇口へ

数字で見る水　～　私たちの生活に欠かせない水　～

　人の体の

約　60％

　が水分です。

　１人が１日に

  　使う水の量は

約　220L

　一番多く使うのは

　　　　お風呂で

約　90L

次いで、トイレ（約 50L）、炊事（約 40L）

水はこうして私たちのもとへ
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